
3.退構について

1号墳    2段 築成の方墳であり、今回の調査でみつかった古墳の中ではもっと

も大きいものです。墳丘は、一辺が14m、 下段の高さ70cm、 上段の残存

高70cmを測り、その周りには一辺が17.5m、 墳丘裾からの幅 2m、 深さ

70cmの周濠が巡っていました。墳丘の斜面には、直径10～40cmの河原石

が敷きつめられ (誓岩とぃぃます)ています。下段と上段との境目には

は幅が60cmの平らな部分が 4辺にあり、円筒埴輪が立てられていました。

後の時代に墳頂が削られているため、死者を葬った棺などの施設はみつ

かりませんでしたが、上段の斜面にも円筒埴輪のかけらが転落していた

ため、頂上にも円筒埴輪を並べ立てていたと思われます。また、周濠の

中には、死者に対する祀りの跡がみつかりました。西側の周濠からは須

恵器や土師器の他に、滑石という石で作られた、紡錘車と呼ばれる製品

が出上しました。北側の周濠からは、馬の歯が 1頭分みつかっています。

これは 1号墳に葬られた人物の道連れとしてささげられた (猪綬とぃぃ

ます)馬であったのでしょう。また、墳丘の南西角に地割れがみられた

り、南辺の東半が地滑りによって損傷を受けており、慶長の大地震 (15

96年)の影響が色濃く残っています。出土した土器から、 5世紀後半に

造られたと考えられます。
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図 4 1号墳復元図



図 5

1号墳周濠出土遺物

(S=1/3・
紡錘車は2/3)

2号墳

図 6

2号墳周濠出土遺物

(S=1/3)

墳丘の一辺が10m、 残存高50clllを測る方墳で、一辺が12m、 墳丘裾か

らの幅 lm、 深さ40clllの周濠に囲まれていました。葺石は無く、埴輪も

みつかっていませんが、周濠の南東隅付近からは須恵器の壼が、南西側

からも須恵器の蓋郭、高郭がみつかりました。壷は、周濠の外側斜面か

らみつかったため、周濠の外に供えてあったものが洪水などで溝の中に

転落したものではないかと思われます。出土した土器から、 5世紀後半
に造られたと考えられます。
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3号墳 墳丘の一辺が11.5m、 残存高1.lmを測る方墳で、一辺が12.5m、 墳

丘裾からの幅1.3m、 深さ50ollの周濠に囲まれていました。変則的な 2

段築成をみせており、北半分は 1段、南半分が 2段の墳丘を持っていま

す。埴輪は無く、葺石は四隅と、南半分の斜面の上段にのみ施されてい

ます。墳頂には、北側に木棺 (長さ2.5m～ ×幅60ull× 深さ15clll)、 南

側に河原石組みの石棺 (長さ2.2m× 幅40clll× 深さ27clll)が、東西方向

に向けて並んで据えられており、木棺の北隣りには鉄刀が 1振、棺と平

行に埋納されていました。周濠内には、南、北、西辺のそれぞれで須恵

器・土師器が出土しており、南辺では紡錘車が 1点出土しました。出土

土器より、 5世紀末～ 6世紀初頭に造られたと考えられます。

図7 3号墳主体部復元図

図 8 3号墳復元図

6
-7ユ ー

図 9 8号墳周濠出土紡錘車  (S=2/3)



4号墳

5号墳

6号墳

7号墳

墳丘の東西が1lm、 南北が 4m以上、残存高80ullを測る方墳で、一辺
が12m、 墳丘裾からの幅 1.5m、 深さ95cIIIの周濠に囲まれていました。

墳丘の頂部には、約 2.5mおきに円筒埴輪が立てられていました。この

古墳は南側が調査区外に外れており棺などの埋葬施設は確認できません

でした。周濠内には土器などの祀りの跡はみつかりませんでした。出土

土器から、 6世紀前半に造られたと考えられます。

図10 4号墳復元図

この古墳は、後世の洪水、耕作などによって墳丘が完全 tご削られてし

まっており、周濠のみで存在が確認されました。周濠は南北が10m、 東

西が8.5m、 幅1.7m、 深さ45clllを測ります。周濠の南西角からは、脚部

を折った土師器の高杯に須恵器の蓋郭が据えられた状態で、 3セ ット出

土しています。古墳に埋められた死者に対する捧げ物を入れた器でしょ

うか。その他、円筒埴輪も落ち込んでいましたので、墳頂に据えられて

いたのでしょう。出土土器より6世紀前半に造られたと考えられます。

5号墳の北隣りでみつかりました。この古墳も5号墳と同様に、周濠

しか検出されていません。周濠の規模は、一辺 7m、 幅80clll、 深さ20clll

です。西側の周濠からは、祭祀に用いられた土師器・須恵器がまとまっ

て出土しています。出土土器より6世紀前半に造られたと考えられます。

5号墳の西側周濠と切り合った状態でみつかっています。墳丘は削ら

れており、周濠のみが検出されました。周濠の規模は、一辺12.3m、 幅

1.2～ 1.8m、 深さ25clllです。これまでの住吉宮町遺跡の調査でみつか

った古墳には、互いに重なり合って造られている古墳はごくまれであり、

この古墳は、周囲の古墳が決水で埋まってしまった後に造られた様です。

周濠より出土した土器より、 6世紀終わり頃に造られたと考えられます。

周濠のみがみつかりました。周濠の規模は、一辺 7m、 幅50～ 100clll、

深さ20clllで、祀りに使われたと考えられる土器が出土しました。出土土

器より、 6世紀終わり頃に造られたものと思われます。
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横穴式石室  ほぼ磁北方向 (N10° W)に向いて造られており、中世の上坑、近現
代の溝などによって削られ、■丘はその長比

んどが、また石室の西半分

も失われていました。残っていたのは、玄室の東壁と、玄室に取りつく、

羨道の東壁の一部のみでした。残っていた部分の規模は、玄室の長さ 1.

8m、 高さ60clll、 羨道は長さ90ull、 高さ40ullを測ります。また玄室の壁

際に、 6世紀中頃のものと考えられる須恵器の魂斌 (壺型の容器)が 2

個、置かれていました。酒などの飲み物を供えた跡でしょう。

石棺群

図H 横穴式石室模式図

以上の古墳以外にも、河原石を組んで作られた石棺がみつかりました。

出土遺物が非常に少ないので正確な時代は不明ですが、他の古墳同様、

5～ 6世紀のものであると思われます。以下に規模その他を記します。

縦 (clll) 幅 (clll) 深さ(cxll) 主軸方向

石棺墓 1
刀
４
Ａ
υ
■
■ 35 30 N85° E

石棺墓 2 150 25ハΨ30 28 N61° W

石棺墓 3 60 13 24 N49° W

石棺墓 4 165 25 24 N80° W

石棺墓 5 120- 20-30 N57°  W

石棺墓 6 60～ 23 24 N66° E

石棺墓 7 80 25-30 24 N60° W
埋設婆    1号 墳の南側で出土した須恵器の甕で、日を北に向け、穴の中に寝か

された状態で据えられていました。復元すると、日の直径が30clll、 高さ

が60allぐ らいになります。また、埋めた時点ですでに割られていたと思

われます。詳しい用途はわかりませんが、墓や、祀りなどに使用された

可能性が考えられます。甕の埋められた時期は現在のところ不明ですが、

1号墳よりは新しいものと思われます。
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4。 まとめ
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今回の調査地は、住吉宮町遺跡の古墳群の中心付近に位置しており、

これまでの調査において周辺の地区でみつかっているような古墳や石棺

がみつかりました。両者は空間的に区分けして造られていたようで、今

回の調査区内では、東半は古墳の区域、西半が石棺の区域と決められて

いるように見受けられます。

これらの古墳は全てが方墳であり、これも、以前の調査の傾向と共通

するものです。また、石棺群には墳丘をもつものは無く、地面に直接掘

られた穴の中に、おおよその方向をそろえて作られています。また傾向

としては、石棺群を構成している石棺には小さいものが多く、中にはあ

きらかに子供を埋葬したものもあるようです。

また、今回みつかった古墳の築造された順序は、 1号墳が最も古く、

西に向かうにしたがって新しくなっていくようです。これまでの調査例

をみても、住吉東古墳や坊ヶ塚古墳といった小豪族クラスの墓の周りに

は村落内の有力者クラスの墓、さらに外側に、墳丘を持たない石棺墓群、

といったように、階級差にのっとった配置が考えられます。今回の調査

では最初に 1号墳のような、葺石や円筒埴輪、 2段築成といった要素を

持つ古墳が造られ、それを中心に連続的に古墳が築かれていった様子、

さらに外側に石棺群を配置して区別していた様子がうかがえます。これ

は住吉宮町遺跡の古墳が重なり合うこと無く、整然と造られていること

からもうかがえます。

1号墳の北辺の周濠からは、馬の歯が 1頭分出土しました。当時の人

々は、亡くなった人が生前かわいがっていた馬をいっしょに埋めて、あ

の世へのおともにしてあげようと考えたのでしょうか。
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1号墳からみつかった馬の歯は、推定年齢が 3～ 4歳と比較的若い、

健康な馬のものであったようで、決して病気やけがをしたような馬をえ

らんで埋めたわけでは無かったようです。馬を殉殺し、古墳にささげる

習慣は、熊本県を中心とした九州地方、大阪府の北河内周辺、長野県伊

那谷周辺に多くみられますが、兵庫県内において古墳にともなう馬の遺

体がみつかったのは初めてのことです。

横穴式石室をもつ古墳は、北西に位置する郡家遺跡などでみつかって

おり、住吉宮町遺跡でも今回で 2例 目の発見となりました。

今回の調査では、慶長の大地震の痕跡とみられる、地滑りや地割れな

どが多く観察され、地震が遺跡におよぼす影響がよくわかりました。

また、住吉宮町遺跡の古墳群全体をながめてみると、今回の調査地を

中心に、半径300mほどの範囲に、数多くの古墳が密集して造られてい

ることが想像されます。これだけ大規模な古墳群を営むには一つだけの

ムラ (生活集団)では、まかないきれない規模のものであったでしょう。
それは、一つのムラだけの墓地というよりも、郡家遺跡など、住吉宮町

遺跡の周辺に展開した複数の集団が集まってできた、共同の古墳祭祀の

場であったのかもしれません。今後の調査によって古墳がさらにみつか

り、坊ヶ塚古墳や住吉東古墳といった、この古墳群のなかでは階層的に

上位に位置すると考えられる古墳を中心としたいくつかの古墳集団の集

まりがみえてくると、当時の社会制度や、地域どうしのつながりがもっ

とくわしくわかってくるでしょう。

今回の調査では

奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター長 工楽善通先生
立命館大学文学部教授 和田晴吾先生

奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター主任研究官

松井 章先生
にご指導いただきました。

また、 JR住吉駅南地区市街地再開発組合
株式会社 熊谷組          のご協力を得ました。
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任普賀哲liS

野み薮苦後

尭蹟難

横穴式石室

臀督鼈鞠

霧建筆 ・・

用 語 解 説

・・・昭和63年度の調査でみつかった古墳で、墳丘の形は税笠賞景古墳と

いい、円丘に方形の遷笛か付く。全長24m、 円丘部径18m、 高さ1.5

mを測る。 5世紀末～ 6世紀初頭の古墳である。
・・・平成 9年度の調査でみつかった古墳であるが、以前から絵図面や地

籍図に前方後円形の地割りがみられ、前方後円墳としての存在が想像、

されていた。この時の調査では、円丘部のみが発見された。推定径は

約35mであり、周囲の地形や周辺の調査結果を総合すると、それまで
の想定であった前方後円墳ではなく、住吉東古墳と同じく帆立貝式古

墳である可能性が高いと思われる。

・・・律令制時代の行政単位の一つで、摂津国の中の、六甲山南麓に位置

する。現在の神戸市灘・東灘区、芦屋市にあたる。

・・・古墳の埋葬施設の一種で、墳丘の側面から入る構造の若望を言う。

棺を納める娑望と、玄室への通路である妥摺からなる。日本では朝鮮

半島の影響をうけ、 5世紀に九州、近畿地方に導入され、 6世紀には

全国各地に波及した。

・・・埴輪とは、古墳の墳丘に立て並べる素挽きの土製品の総称である。

円筒埴輪とは円筒形の埴輪であり、数条のタガ状突帯が胴部をめぐり

その間に円形や長方形、三角形の透かし孔があけられる。埴輪のもっ

とも基本をなす形態であり、埴輪を持つ古墳で、円筒埴輪の無い例は

無い。

・・・繊維に達りをかけて糸にし、これを巻き取る道具を紡錘・“紡輪とい

い、糸を巻き取る際に軸の回転に惰性を与えるはずみ車が紡錘車であ

る。通常、石製もしくは土製であり、直径 4～ 5 cll程度の偏平な円形
をしており、中央に軸を通す孔が開く。古墳時代には石製のものが多

く、文様などが描かれるものもある。

朝 顔 形 埴 輪
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平 成 11年 3月 7日

神 戸 市 教 育 委 員 会
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今回り誰鎌aよ

如 卸 跡

広

1司 助手

渕財報顔議舞霧員会

帥

古瀬清秀氏

期 訊

北野 重氏,こご指導いただきましれ
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ま.た、神戸市理陛局のご協力を得まし温



1.はじめに  中奥区ヨ郵‖J(に嚇やちょう)周辺は、これまでヽ 追助の分布が)]確でなかった場
所です。このたび、藁 ′ゝヽ学校助地に的 測殿されることとなり、試掘

調査を行ったところ、選 訂キ
う
や位のあとが発見されたため、二駒難o/・F8月 31日

より調麿を行っています。

六甲山系の南麓にIよ「l1/ド研硼||によって運ばれた土砂が堆積してできた扇

状地(協じょうち)力渡勤 っヾていまづぉそのなかでも、洪水で土砂がたまって形成さ

れる高まりを自然提防(し出て1暉う)といい、古くから人々はその周辺に居住して

きました。

ヨ自動 の束を流れる現在の生剛 ||は、りJユ斜ダI日こ螂 謄 に伴い、現ω

位置に何
・け換えられた人工の川司 毛もともとは、新誅炉朝め らヽ西に流れ、二

宮動 の西側を通り、JR三ノ宮駅 Ⅲ庭韮巽ヨ9ミの前∃脚ナて、小炉寸段朗前の

フラワーロードを流れていまし滝

二宮遺跡tよ この1日生EEll陳障り自然堤防上に営まれた村のひとつでサ。
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2.周辺の適跡  このTH撹�珀琺tされている適助ヽ ま、次のようなものがありまサち
」R三ノ宮駅南0咄勒肋 るヾ雲プ腿鋤では、栞麟翌ぶ押期(そうき)(約的00年甫め

～弥生時代rlJ切 (約20004F由めの本寸や墓のあとが発見されていまサ孔

また、新神戸駅の】MШにあるれめ聞 近で、駒割 新t中期の土器が出土して

おり、猫弓μLL雌鋤とヽよばれています。この動 1よ、六甲山系南麓剖切妊陵上

に点在する高地陛増顆こうちutぃうら()の一つと考えられます。

新411戸駅のF剤胆こは、弥釦嘲隠麹帰 古獨I鶴 めゝ (約1700年蔵めの住居あ
と力潮醗搭れた熊関雌助約ヾありまサ毛

生田和牡周辺には、古濶陛山押剪 G約1600年甫めの住居あとが見つかった生

田遺勘約ヾありまづЪ

また、今回の調匿兇周近に古墳が数基程度あったといわれています力＼現在

はすがたをとどめていません。

1.期

2.布引丸醐

3.熊内 (く もち)遺跡

4.生田遺跡

5.生田呻

6.二宮適跡

2
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3。 今回の調査 今回の調査で1よ 拗御 釧ヤ司脇勢釧tの迪物、遺構が発見されまし滝

につtて 陣 つごす気 訪睦逐:を、A～Cの 3ヵ所に分け、調査コれ まヽした。A,

C区は、膀 漸 魚 埋めもどして、土置場となっているため、今回はご覧

いただくことはできません。

このたび、公開しましたB区で1よ 刀t島(あすか)時代 齢笠40は甫めの人 が々

生活していた村の肺 ヽ発見されました。

①B区

鵡 賦

蜘 1

B区 平面図

B優【▼Ftよ 印 は (はつたてばし煎 ものし)6休 理堅ケく生とに∃垣上(脇なじゅうきょし)3

撫 鍛治炉址が2カ泳 溝醐 腰け顕 測 亀されまし猛

まな 月t翻斬式をややさかのぼる古卿割潮 1の滑石坤朗閣籐款ばうすいい:維

紡鶴醜うおもり)が当時の地面をおおう洪水砂中から出上しました。

2.8× 4.6mの長方形の堅穴住居址怠 西側の辺にかまどがありま
"＼
煙

出しの部分は削られています。南と北の床面に周壁溝(bうへきこう)という月ヽさな

溝が掘られています。これは、壁を伝って入ってくる雨水を処理する機能があ

ります。

出土遺物から7躙 とめの住居址と判断されます。

5× 4mの長方形の       北側の辺にかまどがありますかヽ 砂混じ

りの上で築いているために、かまどの形がはっきりしませれ

..‐    ●   
°●  ●

l… ・ °
3・ 歩 ノ

たF:
盈蝉 2ギ °ρ

at-6

卿
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蜘 5× 2m以上の方形または長方形の堅穴住

居址怠 JMJの辺にかまどがありまづち屋根

を支える柱が 2ヵ所確認されていまJち 束側

の床面日司軸 も洲 られていまづち

期 址2, 3共に嘲釧郷 る出土遺

物が少ないの0功＼ 7L琉勲〕めごろの住居

と考えられまづち

B区束端で発見された抑1立胆建物址てく南

北方向3間以上×束西方向 211可の大きさで、

柱を坦め込むク勒淋1麟長く捌ってあり、2本の

柱を埋め込んで立てるようにしています。同

様の建物址はA区で見つかっています。

土間のある建物が想定されます。

2間×2間の建物址で、柱の配置からみて、

倉庫のような建物であった可能陛があります。

南北棟であったと思われます。

2間×2間の建物址で中位(触よしら)が 2本

掘立榔劇閉四

確認され 掘d蔓源翌吻址2とほぽ等し七壻団廣

がありまづЪ縦 と(そうばしら)の腋 あること

から、倉庫のような鋤 鴻定されまづち

東西陳の可能隆があります。

31幻×2 iti児の建物址で中柱がないため、

床がなく、土間の建物繊 礎できます。

2間×2間の建物址で、柱の配置からみて

掘立位建物址2, 3と同様の倉庫のような建

物であった可能性がありまづち

2間×2間の建物址で、柱の配置からみて、

土間の建物であった可能性があります。

掘立住建物址の時期は、 7山紀前半頃と考

えられます。

-83-―

竪穴住居の復元例

掘立柱建物の復元例

え頭 清明著

r古代日本を発掘する第S巻 古代の村』 (岩波書店)よ り



鍛冶炉址

0          2m
鍛冶炉2 半回凶

B区の中央部には、焼けだ粘土や炭が集中して発見される場所が点在してい

ます。ThJ近からは、鉄の道具期 る時にできる媒 つさい:沌 (そ)や砥石(と

it)、 鉄製品が発見されました。これらから、判断し召鉄の製品を錐 修理

する鍛冶工房があったことがうかがえます。

鍛冶炉自体は壊れているため、構造ははっきりと判らないのです力ヽ 砂地の

地面の上旧粘土をはって炉の底面とする力＼あるいは地面をわずかに掘りくば

めて炉としているようです。また、作業の際に用いたと思われる石囲いの一部

が残されているところもあります。

炉の周辺に1よ 炭とさびた鑢 涌:じったような鋤 湖 ミっており、

製品を鍛造Q爬う:職靭 &猟たたIて%b4くこと)したあとがありまし滝
-84-
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鎖 額 址1

鋼餅 貶

鍛冶炉址 1では、溝がほぼ甫り翻する内側に炉が設けられており、その周りか

らt離Iを重Rた穴が発見されました。このことから、雨水などの湿気が炉にあ

たらないように満を用VHに)Iり、柱を立てて屋根を営いた建物があったとを陀

されまづち

これに近い例は大卿軸:腸帯li螺お郁た)鋤て発見されていまづち

鍛冶炉址2では、3× 3mほどの範囲の砂の地面旧偕質上を貼り、作業面を

造っていまづЪこの面には、炉の周跡と思われる赤く焼けた土や炭が入りこん

でいました。また、その周りには、柱を立てた穴が取りまくこと力韓卜Jりました。

これから、柱を立てて屋根を葺ヽヽたものと想定されま
‐
先

今回の調査で出上した鉄製品は、鋤此0きさき)、 鎌(かま)、 刀子(とうす:rllJl)、 字J((

ぎ)、 銀肘沸うなどの農工具や武器である銘0じり)力朔在のところ確認されてい

ます。

さて、当UttC喪製路」期乍tよ ①嘴‖動 な機関に伺属しな 鞭 鍛

冶を行う専業工房 ③じ炒卜の金属加工を含む)とC地方豪族の下で周辺の村々

の需要をまかなつ程度の中規模の勾燃言甫修を行う工房、C用単位で、鉄の道

具の修理や簡単な製品の製作にあたる集団に分かれていたようです。

この遺跡で発見された鍛冶炉址や鉄製品からみて、②の人 が々居住していた

と考えられます。

鍛冶炉 1の想定復元図
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鍛冶炉 1・ 2 平面図 鍛冶作業の様子 発掘調査箇所の全体図
潮見 浩著『技術の考古学』 (有斐閣)よ り

鍛冶炉址や住居址 鋤 彗坤ける部分の東にIよ 融 まばらな空白地

はさん怠 円弧をえがく■重の脱 llD並び、その中に掘立柱建物址 1カ邁質ら

れています。西側の鍛冶炉址瑚 などと棚|で区切る意味t制 です。

刃ミ瑠1寺代の洪水によって、運ばれてきた砂を少し掘りこん怠 土器が埋めら

れていました。そこには、土卸器(はじき・儡脚 I航 馳琳渤)の皿が5枚と須恵器

(すえき:窯わかって訥Ⅲ跛朝眈説醐 き物)の郭蓋(つ訥た湘拗縦)が 2枚収められていまサ孔

なぜ〈埋められたかは判りません力ヽ ひとつの考えとしてtよ ふたた制 ||が

氾濫して、村を襲わないよう1朝 |`剪吋蝶にお祈りをしたまじないの跡という考

え成が できまづ亮

B区のLIHWhJ近では、くば地に、生活で不要になった土器を大量に捨ててい

るのが見つかりました。

BI丞、C区から1よ 上娯3(郎。まじなiWこ的側 )がばらばらに割られた状態で

出土し、それぞれの破片が接合しました。

報

平安～鎌倉時代 中央部で、東西方向 7「Hk硼ヒカ旬4間の掘立柱建物址が 1棟ヽ発見されま
した。 5× 2間の母屋(もや)部分に各1間ずう張り出した庇(ひさし)を持ち、入母

凰 払い嶋愕(り)の晰 ヒ隆赫高L迎隊け。

A区でも同時代の建物址が発見されています力＼建物の主軸方向が異なって

おり、同じⅡ部切に建っていなかったのかもしれません。
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②AP C区

A 区

鵡 瑚t

竪穴住居址

掘泣柱建物址

A, C区は調査が完 Fし、ltlめ戻されていますので、ご覧いただけません。

調査の成沢の概要は、以卜のとおり司 ち

二秒¶]距詢上(たてあなじゅうきょし)24な 加

`イ

�切加Kほっ版ばしら旗ものし)2本慰 鍛冶遺構

(かじt〔う)が 4～ 5カ所発見されました。

k彰¶iす軸Hま i辺 3.5m(聯¶い批1).III批黎,5m(聯Ч沖枷姥)の方形または長方形

の大きさで、いづンしもかまどを相たと1で造りつけていまづち竪穴住居址 1は、周

囲にべ ッヽド状の高まりがあります。屋根を支える柱の配置は泰)猟

"も

ヽヽずれ

のイiJF胸Iからも、 711蛛赳初めの昭静溌見されていまづち

r肛|しな向 211刊×束西方向 21呂 K掘‖I鋤趾1)と |:朋防 1角141呂J×束西方向 31醤J隊上

硼蜘働膨)の建物41/JЧ敵鶏tされました。

掘立に嶼賜Wilは、柱を埋め心説柏埓Ш長く掘ってあり、2本の性を埋め込

んで立てるようにしているの力翠躍舷嘲ち

掘立柱建物址2は、南側に庇(ひさし)を持ち、中性がない構造からみて、土間

の建物であったと推定されまづおこの建物力渤t〔くなったあとに、鍛冶炉が造ら

れたよう0ち

亀 O

デピl

_押m

顧 期

8
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鍛冶炉址

報

平安特鎌倉時代 南端部で、2× 2 FHD掘立柱建物址

掘立柱建物址 が1棟確認されました。奈良営鎌β時

焼けた土や炭が詰まった浅い知 濤琳榔で4～ 5カ所発見されました。浅く

地面を掘りくばめた中に赤く焼けた土や炭などが発見されています。B区の鍛

冶炉のように、屋根を葺いたり、溝を巡らせた痕跡が認められないことから、

屋外岬 の可能隆があります。

炉址の周辺からは、鎌(かま)の刃、刀

ま とうす)、釦((ぎ)、 a毯(blPAっ、U馬壽墾逆剣カ

先(すきさき)などの鉄豊銹勢 出ヾ上しました。

刃鮮誹汁単琲寸を埋める汐切廻励 らヽ、

甑 肘瑣擁散きするう労)力堆 な形で発見

されました。まじないのために埋めら

れたと推定されます。

C区

鵜

代0咽闘塾よ 州靖零講沿の期

壊されており、残されている部分はわ

ずかでした。

大雨力NttRた時にだけ、水が流れ1る

ような浅tlrluIMの く口卵翻 防向

～
奈良時代 にのびています。

鉄製品実測図

Лt割筆tに t剖働 らヽ南画よりに流れていたもの力ヽ 洪水鋤 チ運にたま

った後は、流れの向きを南に変え、B区の中央付近にある奈捜時代の土器を大

量に捨てているくt副也につながるようです。

また、奈良時代にはそのアJWilに直交して傘大■人頭大の石を積んで堤(勿め

状のものを造っています力ヽ その目的はよく判りません。また、C区に掘られ

た穴からtよ 当時の役人が身につけた革帯 (ベルト)の銅製帯金具(翔施ぐ)が

出上していまJ乳

平安■鎌唸時代 平安■鎌a時代は料糊 となっていたようです。前の時代からあっ津 Jり 1欧

のくばみtよ 幅を狭めながらも江戸れ明治時代頃まで用水路として残っていた

ようです。

9
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夕″クタ娩

出土土器実測図

4.まとめ  今回の調店でわかったことtよ 以不の通りです。

① 功生時代ド古墳時代HJ頃 (約吐800～1600年甫め

A,C区の調占り鰺急 この周辺tよ 旧生EElilの氾濫 舗昴)により、大

きな石とともに弥幽噌時�湿部榊 頃の土器が流されてきて堆積しており、

当Mttは洪水の影響を受けやすい不安定な土地であったことがう力ゆ覧ます。

②万t島(あすか)収∬t(約14004白〕め

土石流の地積でできた自然幻陸上嚇慟 でヾきます。今回の調査で1よ A～

C区で堅穴住居址5梯К掘立柱建物址8オ蕪 鍛冶炉址が発見されました。

鍛冶炉址には、鍛冶炉専用の小屋と,,水施設を持っているものもあること

から、竪穴住居や妃立住建物などの住居内で行う小規慎な鍛冶工房でなく、

ある程度専業化された集回が鉄製品の生産を行っていたと推定されます。

たとえtよ 地方豪族の卜で周辺の村 の々需要をまかなう程度の釣歎 相ユ修

を行う工房という位置ずけができます。

周辺で発見された住居や建物址tよ 生産に従事した工人とその家族の住居

や倉庫などと考えられます。

しかし、この本寸の判 引ま十日生田サ||の氾濫による洪水に襲われ、埋没しまづЪ

-89-
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鬱 韻 町 t(細300卿

洪水によって運ばれてきた砂に覆われた上に1よ 住居は再建さげ 、まじ

ない改 られた土器t土聯 出ヾ土しまし,亀

また、くば地に生活で不要になった土器を大量に捨 ctいるのが見つかっ

たり、石を醐 獅 ものを造っています。

な承 この時期の村の中心tよ 勘 東側と推定されま
‐
先

・室町時代 (1200～ 50m

調査地付近tよ 基本的には耕作地として利用されているようですん＼掘立

柱建物址2棟が発見されていることから、時代によってtよ 部分的に屋敷地

として利用されているようです。

このように、二宮町のあたりでtよ 約MO蜘 の飛罵時代から人 が々生日川
の洪水に悩まされながらも、この地に暮らし、耕してきたこと力絆Jりました。

『日構 勘 (に脇しょき)という古い書物呻     (防ぐうこうごう)り鋭朗ミ生

田神概の祭神が 略 EE■ld」 (い (た郡拗(に)に鎮座したいというお告げをした

という記述があります。この時に祭られた場

"燒
腑嚇剥随朔Lallにある布引丸

山 (砂山・いさごやま)であるという言い伝えが残されていますも 晒圧賑峡国山の
実態は事明です力＼この小山から見おろすことのできる、旧生剛 I臓博の自然

堤防上に沿って営まれた村むらのことを示しているのかもしれませれ
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輔 騒 翻 劃 螂 卿     藝靱醐 議難

土揮黎朔割代と主ユ醜割竜

帥

J蜘

卿 畠のあと

珊 割 脚 鋤 と

平安鍋騨卜が離卦揺単研醐力のあと

翻側にま脚 10bと

覇桝蛎島いら蝠さ

Om

-1.2m

-1.4m

-1.5m

-1.6m

lliできごと

鞠M腑

脚・醜

およその年代

現在

第2凋切り臨卜

“

同翻鮎となる約51節

脚胤害額前欺き棚 る約19年前

却M聴     約90年前
第1次賜職・傾嚇鋼餅る ″

日清・日i副浄         約itt年前

兵団翔鞣叫簡    約130年前

御隊康断琳醐(   約1lt揃

潮恰戦可詢樋初馘死   約701節

脚 ・蜘剛1醐  ヽ  約8側年前

聴 綽噛離腿   ″

聖武爬蓋榊軸軸   約1259年前

対闘          約1351年前

小剛脂1齢陳とし割距勢晰遣される約1119年前

艶 醐      ″

名洸鰊色末き的 糊  (利丁キ柾こ色ウ臨J質)

約lttt年前

鵬錮妊 卑弾聯樋幹破い槌る約1111輸

隠 酌 あと

飛鳥時代の神のあと

脚 ～古嬰群汁M斑的山のあと

-2.4m

-2.6m

4.Om

12
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彎
ゴ
雀;キ壁

SB403

SB404

sB105

S13407

B409

見謹馘静与=I互Tだ百怪至I

1 ///´ 4 0 0

SX414

訂翻里象にlJ

2

SB408

SB406

SE402

SB一建物の略称
SD―溝の略弥

SE― )1戸のⅢ各Vjく

SX一地面のへこみの略称

松野遺跡は、昭不E156年に当調査地くのJRの線路をはさんだ、ゴ銀Jの松野住宅の建設に

ともなって、発見され地店から松野遺跡と名づけられました。

今回の調蔭は、震災復興の百開発事業による住宅建設に先立って、平成8年度から埋蔵

文化財の発掘調査をおこなっています。

。 ば。    D

凸
b

°9 SD104

SX405
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今回の調査であきらかになったこと

今回の調箇であきらかになったことtよ 聯 師6年におこなわれた発掘調査地 (第 1次調

査)から今回の調麿地のま怠 遺跡がひろがっているということです。

第 1次託鎌Sよ 柵 (さ く)と濠 (ほり)にかこまれた       居館 (き ょか

ん)力減甥搭れました。今回の調麿で1よ これと同じような時代の掘立柱建物 (ほったて

ばしらたてもの )や竪穴住居址 (たてあなじゅうきょし)などが見つかりました。また

井戸や溝 (み0 なども月ρかり、当時の「むら」であることがわかりました。

今回の調麿の南東部で1よ 数多くの石製品が出土しました。弼 は董時の榮りやまじ

ないをおこなったときに用いられたものと考えられます。当時の「むら」がどのような生

活をしていたのかを考えための重要な資料となりまサち

また鎌倉時代ころの掘立柱建物博井戸も見つかり、錦唸喘な:ころの「むら」であったこ

ともわかりました。さらに遺構面 (いこうめん)の砂層からは縄渕時機晩期の縄文土器が

少し出土しています。     |     | |は    グ

i槻卜(さ く)■ 灌義 (1ょり)とこ
囲 ま れ た 建 物 群

呻 1鮎
(長田蜘

今回の調査でtよ 掘整消翼勒

"ミ

4棟見腕

かりました。古墳時代の建物が3膊 。
1ょ 縦方向と横方向の

柱と柱の間を数えてあらわします。

となりの絵は2間 (けん)かける3間の

建 物 で す 。

図が小さいですが2ページの建物の規模

を数えてみてくださいo

3
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竪穴住居址での生活のようす

今回の調査で1よ 鋤 4ヾ棟

ル かりましたら倒副脚鞘 らヽ

臼玉やこれを作るための   //´
原石なども出土して

います。

ン/今か
//オ

ヶ
ノ/霞」

丞勒
〉
＝
洲
伴
‐
＋
　
弦
③
魚
δ
　
＋
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と
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石製品の種類

双孔円盤    蜘
そうこうえんばん まがたまもぞうひん

0

6.め
古墳時代の土器などを

含む層 解担 500卿 8.輸
遺跡が検出される面

てヽヽます。

4.1朧
明溜時代ころまでの

畑や田んぼの層

7.鶉
帥 三士:2掲シbヾ

多く出土ました。

2.コンクリート

的 蜘

3.ごみあな

5

饉

うすだま

1800個
見つかっています。

描海争割tと 1ま ?

古墳時代tよ 今から約1700年から1400年ほど前の時歯奪元 今回
かっ氾建冴観割よ 約1500年ほど前の      めころの的陶こあたりますも古
墳時代は、古墳が数多くつくられた時代という意味です。
~部
質嘲報こ1よ 嘲国大陛などからいろいろな技術がわたわってきました。新しい土木技

術を使って古墳をつくったり、今回の調査で見つかった須恵器 (すえき)なども専門の知

識をもった人 力々＼窯 0ヽま)A_いて焼 玖ヽ聾儡だ萌。

調 麿 兇 蘇華覇[貝BJの上 の 姉
一Iの 色 井 Rrヽ r&ど を

雀彩拳ぎl学 <rく プゼ さ RY｀0

5。 離

鎌倉から室町時代ころの

洪水による砂層

的 800勾醐

. fr‐ . :_ _‐  ́・ ・  ・_ ・  _―   f  .  _ _ ・

父曜聾在醸理者

けんがたせきせいひん

1.卸

パワーショベルなどの

機械力を随って掘る層

瓦やレンガなどが入っ

-97-
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=V                       o                          20an

l・ 11土師器椀 (はじきわん).2・ 12・ 14須恵器必蓋 (すえきつきぶた)

3・ 4・ 鶴須恵器郭身 けえきつきめ ,5須恵器甕 けえきかめ)
6土師器壷 (はじきつと∋ .7～10土師器甕 (はじきかめ).
15須恵器高不 (すえきたかつき)。 16須恵為臨 けえきはぞう)

SE■ 02("出

14

弥Ⅲ,
rⅢ賜

ゞ
ゞ
§

＼
ヽ
部
＼ヽぺ
ヾ
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淡 河 町 内 遺 跡 展 示 会

展示解説

本日はお忙しい中、淡河町地域福祉センターに足を運んでいただきまして、あり難うご

ざいます。

ここに展示しましたのは、町内で出土した古い時代の遺物です。以前ここでセンタ=開

設 1周年を記念して、同様の展示を行いました。今回は、この時に展示できなかったもの

を中心に、皆様に見ていただきたく準備しました。

遺跡の概略は、パネルを見ていただくとして以下、個々の遺物の簡単な説明をさせてい

ただきます。

有茎尖頭器 (ゆうけいせんとうき)

人々がまだ、狩猟や採集の生活を送っていた頃の、槍先または鏃 (や じり)と考えられ

ているものです。これは長さが 4 clnしかなく、恐らく鏃と思われます。有茎尖頭器はこの

】ヒ区では、長尾町や山田町で出土していますが、決して数多く見つかっているものではあ

りません。今から約 1万年前と考えられる最古の淡河町民の残したものです。

縄紋上器 (じょうもんどき)

縄紋土器は、形や紋様の変化をとらえて早期・前期
。中期・後期・晩期の 5時期に分け

られています。有茎尖頭器はこの内、早期に属すものです。縄紋時代の最後はすなわち「

弥生時代の開始」となりますが、弥生時代の始まりは今から約2500年前と考えられま

す。

ここにありますのは、縄紋時代でも「後期」のものです。後期の縄紋土器はご覧のよう

に口の縁に近いところに紋様を集中させるのが 1つの特徴です。

韓頭湧朝畷辞 (力沈 しきけいどき)

中村遺跡で古墳時代の住居を調査していた時、変わった形の土器が見つかりました。そ

れは小さな鉢形のもので、当時の土器が丸底であるのに対し、平底をしていました。

これは、韓式系土器と呼ばれるもので、朝鮮半島南部の遺跡でよく発掘されるものです。

神戸市でも海沿いの遺跡で出ることはありましたが、内陸部からの出上は初めてのことで

す。

この土器は小さいながらも、当時の朝鮮半島との何らかの交流という大きな話題を提供

してくれる貴重な遺物です。

■
日
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中村遺跡出土韓式系土器 S=1:4

須恵器 (すえき)

平成 9年 12月 に現地で説明会を行いました勝雄遺跡で出上したものです。

須恵器とは、登り窯で焼いた灰色をした堅い陶器のことを言います。古墳時代でも前期、

今から約 1600年 前までは、素焼きの上器を使っていましたが、その後、古墳時代中期

になって朝鮮半島から窯で焼く技術を持った人々が来て作り始めたのが須恵器です。

ここにある須恵器は飛鳥時代、西暦で言うと600年～ 650年頃のものです。

ところで、この須恵器がなぜ西暦 600年～ 650年頃のものと言えるのか不思議に思

われたことはないでしょうか。

私たちは、土器を扱う場合「同じ形のものは、同じ時代に作られたもの」という事を前

提とします。ですから、勝雄遺跡の須恵器の時代を考える時には、これと同じ形のものが

どこで出上しているかを調べることから始めます。

奈良県に牧野 (ば くや)古墳という円墳がありますが、この古墳は7世紀初め頃に亡く

なったと古い記録から推定される「押坂彦人大兄皇子 (お しさかひこひとのおおえのおう

じ)」 の墓である可能性が高いものと考えられています。この古墳から出土した須恵器と

勝雄遺跡で出た飛鳥時代の須恵器でもやや古いタイプはよく似ています。

お

ψ

5世紀の須恵器 6世紀の須恵器

2
―-100-一

須恵器の形の変化

7世紀の須恵器



京都の宇治市に隼上り窯 (はやあがりよう)と いう登り窯があります。ここでは須恵器

と共に瓦も焼いていましたが、この瓦は飛鳥の蘇我氏本宗家の氏寺「豊浦寺 (と ゆらでら

)」 に運ばれていました。隼上り窯は蘇我氏御用達の窯とみて良いでしょう。蘇我氏本宗

家は有名な大化の改新で滅亡するのですから、隼上り窯も操業を中止するのは西暦 645

年頃ということになります。ここで終わり頃に焼かれた須恵器は、勝雄遺跡から出土する

飛鳥時代の須恵器でもやや新しいタイプの須恵器とよく似ているのです。

勝雄遺跡出上の須恵器が西暦 600年～ 650年頃と考えるのは以上の理由からです。

私達が、この土器は何年ぐらい前だとか言っているのも、あてずっぼうばかりではない

ことがお分かりいただけましたでしょうか。

郭蓋 (つきぶた)

郭身 (つきみ)    頂
軍疋国匡:房
/

高杯 (たかつき)

隼上り窯出土須恵器 S=1:4 勝雄遺跡出土須恵器 S=1:4

刀子・火打金 (と うす 。ひうちがね)

木津遺跡で見つかったお墓には、長さ約31cmの短い刀 (刀子)と、火をおこす道具の火

打金、そして中国で作られた青磁の碗が供えられていました。

ここに葬られた人はどのような人だったのでしょう。刀や中国から輸入された青磁碗を

持っていたことから、ある程度身分のある人と想像するのも一案です。

しかし、短い刀を持つ人は、平安時代～室町時代に描かれた絵巻物のなかに沢山見られ

ます。絵巻物のなかの人物の身分を特定するのは大変困難なことですが、寺の坊主、柚人

(そ まうど、材木の伐採の仕事をするひと)大工、馬子や農民など一般庶民に至るまで腰

に刀を差していたことが窺えます (パネルを見てください。)

中世の人々にとって、刀を腰に差すことは実用の目的もあったでしょうが、頭に烏帽子

(えばし)を被るのと同じぐらい、現代の女子高生が足にルーズソックスを履き、片手に

携帯電話を握ると同じぐらい、ある種の「作法」 。「流行」であったのかもしれないので

す。

3
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青磁碗 (せいじわん)

平安時代の終わり頃から日本は、中国と盛んに貿易をおこない様々なものを輸入します。

一般的には12世紀～13世紀以降、このような青磁 。白磁が多量に輸入され、庶民が使う日

常の食器にも中国製磁器の占める割合が高くなると言われています。

しかし、実態はまだ不明瞭な点が多く、日本中、すべて均等に中国製磁器が普及してい

ったのかは疑間のあるところです。

この問題を解決するには、遺跡から出土する磁器の破片を一つずつ数えて、他の日常容

器との割合を調べるしか手はありません。このような気の遠くなるような作業を通じて、

磁器類がどのように普及していったか、ひいては木津の墓に葬られた人がどのようなひと

であったのかが言えるようになるのです。

区  r′
メ  広東省

0         1o cm
!     :     〕

木津遺跡出土 龍泉窯系青磁碗

青磁・白磁破片 (せいじ Dlまくじはへん)

淡河町で発掘して出た遺物は、全て埋蔵文化財センターに持って帰っています。磁器の

破片についても同じで、これは今言ったことを調べるのを 1つの目的としているからです。

これらの破片は当然のことながら、元々は完全な形であったものです。私達は、破片を

見て頭の中で完全な姿の碗を思い浮かべます。同じように想像した上で、皆様はこれらの

破片が多いと思われるでしょうか、案外少ないものだと感じられるでしょうか。

これらの「つまらない ?!」 破片を見て、当時の人々の生活ぶりを想像していただける

なら、今回の展示の目的は達したものと思います。

。「淡河町遺跡展示会」

・場所 淡河町地域福祉センター

・主催 神戸市教育委員会文化財課

・期間 平成10年 1月 31日～ 2月 8日
。この展示にあたっては、兵庫県教育委員会埋蔵文化財調査事務所のご協力を得ました。

一-102-―

4



勲OT靴

‐





えびすちょう

斑豪屋彗I><σつ逆垂能小――戎町遺跡と大田町遺跡一

まんよう

展示解説

ありわらのゆきひら

ｍ

ド

＝

＝

＝

＝

屹

須庭は万葉の昔ガら歌にも詠まれる古い歴史を持った町です。平安時代の在原行平と

この地の姉妹との伝説や、それにちなんだ地名も残っています。

しガし、須庭の歴史はそればかりではありません。境)||のあたりでは今ガら約 1万年

前にさかのぼる土器や石器などガ見つガっています。

今回、ここに展示しましたのは、須庭区の代表的な遺跡とも言える戎町遺跡と大田町

遺跡ガら出上した物です。以下、展示した物の一部をご紹介します。

☆最初の縄文時代晩期の上器のうち、「深鉢」は小さな破片

ですが左の図のような土器で、国の部分の破片です。

☆弥生時代前期の甕が 2つありますガ、□の形が少し違って

いるのがわガリますガ?左のものはこの「摂津」地域で一般

に見られるものですが、右は「掻磨」一境川ガら西の地域一

の影響をうけてつくられた土器です。

“

・… …… …___知

☆弥生時代中期の壺棺は、色々な文様で飾られていますガ、

左の絵の様な文様がありますね。これも「幡磨」地域でよ<

見られるものです。

建三凸

と笙玉巨≡登塾
④

夕彰Б
…
もく】

十 ‐― ― ― ▲

☆稲の穂を摘み取る道具「石庖丁」は、色々な種類の石で作られました。①と②は封ヒ区

道場町塩田から、③は明石川の辺りから、④は和歌山県または徳島県ガらはるばる運ば

れてきたものです。大型の石庖丁は奈良県または香川県のものでしょう。石ばガリか、

土器も大阪府東大阪市の付近から運ばれています。

2000年も前ガらこの地域の人々は、様々な地方の人達と交流を持っていたことがわガ

リ萩す。
一-103-―



☆奈良時代・平安時代の政府は計42種類の

銅貨を作りました。 1枚の「和同開弥」で

約42合 (42食ぶん)の米と交換ができまし

た。ただ初めからニセ金ガ横行したり平安

時代には粗悪な銭ガ作られたりして、次第

に銅銭は流通しなくなりました。

⑩
謗  

④
縛

☆曲物は古い絵巻にも登場する容器で、米や水、

ました。

以上、少しですが展示したものについて説明しました。

の人々のくらしぶりを皆さんも想像してみてください。

お酒や野菜など様々なものを入れてい

これらのものを通じて、当時

'「須庭区の遺跡一戎町遺跡と大田町遺跡

・場所 須庭区若宮小学校
・会期 平成40年 5月 29日～平成40年 6月
。主催 神戸市教育委員会文化財課

一」

49日



新 方 ム ラ の ま つ り

一野手 。西方地点の出土遺物を中心に一

今回ここに展示していますものは、平成 8年ガら9

年にガけて発掘調査を行いました新方遺跡ガら出上し

た遺物です。この遺跡は明石川と伊川に挟まれた沖積

はっくつちょうさ  ぉこな しんぼういせき

ψよいじだい  ぜんき

ちりうと 低うけtiし IDうこう

ち   りつち

地に立地する、今から約2300年前の弥生時代前期から

江戸時代tこ続<ムラの跡です。

発掘調査の結果、弥生時代前期の石のやじりが刺さ
ほうa

墓 (周囲に溝を巡らす墓)、 古墳時代の竪穴住居や奈

良時代から鎌倉時代の掘立柱建物などが見つかってい

出土した遺物は大変多く、今回はその中で古墳時代中期 (今ガら約4550年前)のものを

ったまま葬られた人の骨や、弥生時代中期の方形周溝
ほ   しりうい  みぞ  めぐ    けガ    己ふん たてあなじりうきよ な

いいたこつぼ

せいえん     は へん なあガ譲  や     はいいう  す え を

力つせを  けっしょうへんガん り にう

そJvさい

あ7B                  ど 音   ▼ や曽    は

展示しています。これらは一辺 4mほどの方形の穴から出土しました。土器は素焼きの上
じ 曽         ガめ けつ        たガつ轡        己しと

いっぺん

師器が中心で甕が10個、壺が 4個、鉢ガ 6個、高杯が34個、甑が3個、飯蛤壺が約50個と

ミニチュア土器が2個、そして製塩土器の破片がありました。穴窯で焼いた灰色の須恵器
▼く    たるガたはそう     つと き だい

は少な<te形政 1個と郭ガ数個、そして器台ガ 1個あります。

これらの上器とともに出土した玉には、有孔円盤 (銅の鏡を模したもの)34個、
ま″た嵌 うすだ彦 ちよっけい  ほど

剣形 5

1Jん

個、勾玉 7個そして臼玉と呼んでいる直径 5 mm程の玉ガ約5300個程あります。これらは本

来銅や鉄、碧玉、メノウ、
たいりょう て   い

て大量に手に入れることができる滑石や結晶片岩などで、鏡 ,玉・剣を模倣して作ったも
つガ       カJu才え

「まつり」に使われたと考えられています。新方ムラのまつり

やわ        力 こう

ガラヌなどで作られるものを、柔らかくて加工しやすい、そし

のです。これらは何らかの

たいしょう

の対象がなんであったかは明らかではありませんが、飯蛤壺や製塩土器などの存在から、

海の幸を願う「まつり」だったのではないでしょうか?

ます。
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ドイ

'~了

…て~・ “本
~十―~~

ム  、

⊆

展

土器は 1/4に縮小、玉類は実物大です。

じ 9 いう

師 こ

は  じ  守  府″ ●●

土師器高郭

▼ え 0 た0″ た●こう

須意器構形瓦魚

いいだこつけ

飯 蛤 壺

⑥

りうこうえんどん

有 孔 円盤

。「新方ムラのまつリー野手 。西方地点の出土遺物を中心に一」
・場所 玉津南公民館
・会期 平成10年 6月 24日～7月 3日
・主催 4申戸市教育委員会文化財課
―-106-―

ミ 三 チ ュ

酌
ア土 器

藤

玉

”

勾

ぎ亀O°
臼 玉



二葉町遺跡1表 現注の海岸線から約醐Om内陸に入った海抜3～ 4mの平野部に立地した平安時代～室

囃       。

↓

榊 F港

0~

__響 _坐 聟

ほったてIFしらたてもの

今回の発掘調査で1よ 今までのところ掘泣柱建物5棟以上と井戸を8基発見しました。船材を再利用し

た井戸1よ 直径3mの円形の堀方の中に下辺 lmの方形の井戸枠を設けていました。その下に丼戸の中が
た            まげもの  すい ど がわ

崩れないように丼戸側として船材がたてられていました。さらに下に1よ 水を溜めるためは 曲物が据え

られていました。



期tよ 鎌倉時代 (13世紀初め)であること力洋1り ました。同じ時代の船
の構造を知る手掛かりとして1よ

卜電趾人絵伝」などの絵巻物がありました力＼水中の船体構造は描かれ
ないためよく解りませんでした。

1-小型商船
2-波除け

3-値〔とも〕

4-波除け蔀〔なみよけしとみ〕

5-米俵
6-1魯〔ろ〕

7-舵 (かし〕
8-々魯を

'曹

ぐ

9-侍烏帽子(さむらいえばし〕

10-小袖にそて〕

11-本碇〔といかり〕

12-肘枕(ひ しまくら〕

井戸側を取り上イ大 詳細に観察し滝碑煮 この船材1よ 楠木
の大木の根に近い部分を割り抜き、端部

せんしゅ  せんたいどうぶ   つ   た     ふくざいくりぶね

す え き   は じ き  が き  せいと   はくじ

船材と一緒に出土した土器片 (須恵器
。土師器 '瓦器。青磁。白的 から丼戸が使われなくなった時

く         たんぶ

ぎ
・

一
か
を

気

岬蔵
声
■

くす0き

ぶ あつ  う   くちじよう

鉄釘が打ち込まれていることから船首と船体胴部を継ぎ足す
「複材割船」

を 分 厚 く受 け 口 状 t勤口工 し 、 鉄 釘 が 打 ち 込 ま れ て
い る こ と か り舶 目 こ〕叫 判 I阿宅 理 澄 庄 ソ ITA4狙 巧りV口」

をくしょうぶ    よこながだ えん  せん
せんたいどうぶ   そくめんさんざいこうぞう

(三材構造)の船でし猛 まな 船体胴部の側面t罰 OCIllと立ち上がりが深く、側
上部には横長楕円の穿

げんそくばんこう  くどあな

子Lと釘久があることから、さらに上部に舷側板が取り付けられた可能腔
助考えられます。

二 葉 町 逮 跡 出 理 鶏 図  
♀   Ⅲ

てつくぎ

‐をや
‐なつ声
＝
ｕ
‐

一-108-一
平成10年 8月 1日  神戸市教育委員会文化財課
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継

調 踏 剤 握 磐 u図

今回D調査でわかったこと (第 1ユ韓⊃
ふたつの      遊,りました       解,1800軸 と轍
醐 的 1700軸 蟷 耐 軌
最初の生活面 彿 1遺構面)とこt鮎、たつの時代の遺構と遺物が出てきました。鎌倉時代
鮮弗 00年前)の溝卓墓と      あと (住時駆)‐o妃
餅確解r惣暖番外らtよ わ供えに使った霊刊陛ツトさ「郡もσ胃

上とぅすぅんヾ出土しまし滝
また葬られた人の歯が2つ出土しましれ

古爛時代q田部ぷよ 一辺が約4m       。帥 床面からt申 出
土しました。またわずか翰 炭ヽ化した木材も検出されましたるこ蜘 火ヾ災にあっ
た聴 解働ちりまi先 他t難望り翰 2ヾカ覇験出さ票は 2本り障韓 ささえていた消造
であったことがわかりま丸

もうひとつの生活面 (併,2動 で1よ 弥と時代後期の住居址と滝が出てきました
この住居址はi以

'約
.5mのかどがとれたような正方形の家でサ。こ卿 働 らヽも土

器 (壺・甕・f翠⊃ 1弛鱒嚇静址量iしましれ ま     と同じく炭化し,ウ齢抑竣
出されまし猛

2―■1-



第2・ 4地区審財蜀盛沖寸

鎌倉時代の生活面を       。建物 (臓建性建物―ほったてばしらたてもの)
の柱穴がたくさん聯 かっています。またこの時代の土器もたくさん出土しています。
これらとこ混じっ申 石のやじり (石鏃一せきぞく)も見つかりました。

脚

ml主〔がわばしら,

追跡はどうして見つかるのでしょうか?

分布調麿や試掘調査をおこなうことによって見つけていきます。

分布調査 田や畑や山林を歩いて、土器などが落ちていないかを確かめて行く方法
試掘調査 地面1こ試し掘りの穴をあけ、土器などが含まれて層 (遺物色劉動 があ

るかどうかを確かめて行く方法

このふたつの方法を併用しながら、その記録を地図に記録していきます。こうしtc
きたもの      といいます。

なぜ、発掘調査をするのですか?

工事などによって地下に埋もれている業 Ц資料が明らかにされないまま、破壊され

ることがないようにするために発掘調麿をおこないます。

発掘調麿で得られた成果tよ その土地の歴史を明らかにする資料となりまサL
またこのように発掘調査で得られた成果tよ 朔地説明会をおこなったり、展覧会を開

催して市民の皆さんに見ていただけるようにしています。そしてまた埋蔵文化財に関心

をもっていただき、その重要性を理解していただけるように努力しています。

棟博柱〔おなも3ばしら〕

柱1巳形tはしら口り抒定〕

曜嬰勇の沐説幽 より

3

手 スコ

―■2-



罰釧厨調躍数つ弓凱贋建蛹面口護則蜘

1 パワーショベル等の機械力を用いて遺跡の存在する層まで掘る
2 スコップやつるはしなどの大きな道具で残ったレンガやタイルの入っている上を取り
除く

3 土器など澪含まれて層 (遺物包含層)を手バチ・手ガリ・手スコで掘る
4 出てきた土器は遺跡名・出土層・日付などを書き込んだラベルととも1重割妨隷如
る

手ガリ・手スコで層の表面を丁寧にけずり遺稽 鶯陛穴・溝など生活の痕跡となるもの

を総称して遺構という)を検出する

遺結港掘る 遺構によってはその埋まりかたなどを明らかにするため断面図を書いた
り、写真をとる

7 遺構を測量磯械を用いて図面を書く
8 遺跡の部分や全体の様子を写真1ことる
9 螂 もどす (現地調査の5護の

10

11

12

13

14

15

16

写真や図面の整理

勒 を洗う

出土撻勒8瑶覧覚蔵する

出土遺物を実測防る

出土遺物の写真をとる

く

棚 ヽヽだ写真・図面・迫物などを収納・保増する

≧
・

ダ

鎌倉から室卿時代ころの

洪水による砂層

第 1遺構面
~下

第 2遺構面
へこんでいるのが溝のあと

7000m一一―一

江戸時代から明治時代ころの

畑や田んぼの層が僅かに

残っている

現代盛■層

パヮーショベルなどの

機械力を使って掘る層

住居址のへこみ

4
―■3-
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中世のころのお墓のようす

『餓鬼草紙』より

的 こ

蜘

‖＼
|( 、`

×L 次

亀
）

」 L

"
―■4-
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T 
学

□ ″噛 オ♂
ｃ
T習″

40cm

ー

十  十

三導甕       7
出               J図

自分でほり出した土器と図面や見本に並べてある土器と

よく見くらべてください。

若 松     の 付 近 で
さ れ た 追 跡 の

と色二諷 聾駿原革井 。
一■6-



比下に眠る迪場の歴丈及

神 声 市 狼 有 委 員 会

平成 10年 11月 2日・3日

逹場は、きくからえ通の奏荷であり、ロネ浄に抜ける国迪 176号線や、二木
ガ衝に抜ける県i4_神声ニロ線など、現在でも主妥幹線が町内を重っています。
また、長え,II・ 八多,II・ 有野川・有.島川が谷流 して式岸デ11に流れ込む地点でも

あり、これらの河デilは、良赫に蓬した千地を形成しました。竜と,IIは、人・物・

丈化を誕び、そのえ流の中から迪場の歴史は始まりました。それは今から釣 2000

年前の弥生時代のことです。

今口え示しているものは、今から釣 1450年市の吉墳時代のもので、北神第 2
比点吉墳と第 3地点士墳から裁上 した建物です。これらの 2つの士墳は、建場
を見下ろす丘院の上に祭かれています。このユ院では6基の吉墳が調査されて
いますが、同じ時理に竜られた士墳がありません。このことから、この地域を

治めていた有カオが、次々と葬られた場所であった事がわかります。

―北神第 2地点士墳と第 3地点士墳

―■7-



第2地点古墳
第3地点古墳

第 2・ 第 3地点古墳測量図

／

ヽ

／

第 2地点士墳は6世縄ヤごろの士墳です。直径釣 17m、 高さ釣 2.5mの 四墳
で埋葬施設は由泉オ的に開口した横穴式を室です。建体を舗める部屋 (玄室)
の禾井は失われていますが、釣 2mの 喬さがあった様です。居室に使われた汚
材は、この付近で取れるか工のしやすい石 (凝戻質少方)を使っています。玄
室の中は上が流れ込んだり、掘り基まれたりしたため、お供えに使われた物は
ほとんど残されていませんでしたが、玄室へ焼 く部屋 (夫竜)か らは、当時に
工かれたままの状態で上器が見っかりました。その他に鉄のゃじりや旋飾品な
どが出上しました。また居室の入リロで大きな上器が猾かれた状態でえつかり、
危なのためのお祭りをした跡と考えられます。
第3地点古墳は6世紀ヤごろの吉墳です。会長釣 36mの市オ後円墳で、́埋井
施設は諭オ的に関口した横穴式店室です。夫井店は失われていますが、釣 2.5m
の島さがあった様です。お材は、 1号墳と同様、凝え質少方です。えつかった
建物はわずかですが、上器の荻片のほかに、鉄のやじりや島兵、ガラスの小エ
などがえつかりました。玄室の汚材に「O」

'Pが
掘り込まれており、非常に珍

しいものです。

現在、この2つの吉墳は警借されて自由にえ学できるようになっています。
神声電鋏竜場駅のすぐ北側ですので、一皮訪ねてみてはいかがですか。
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須 庭 |メ の よ董跡

前□ (今年 5～ 6月 )は、戎町遺跡と大田町遺跡を中心に展示をしました。今回は、最

近発掘調査した中で、天神町遺跡と権現町遺跡のものを加えて皆さんに見てもらおうと思

います。

前の展示の時に、須磨区の幻 ||あたりで今から約 4万年前の上器や石器が見つかってい

て  き

ることを紹介しましたガ、そのときには実際に石器などを持って<ることは出来ませんで

した。しガし、今回ちょうど調査をしている天神町遺跡で、この40月に同じ時代の石器が

見つかりました。

☆左の絵のような形をした石器が、最初にありますね。これが、

今ガら約 4万年前のもので、動物を狩るためのヤリ先だと考えら

れているものです。
とょくぷませい セっき

←局部磨製石器 と言 います。

寺田町3丁目 (戎町遺跡)で見つガった、約4800年前の住居あとは、一辺4mの四角形

で床面に炭化した柱などガ残っていたことガら見て、火事にあったようです。使っていた

はこ       よゆう

上器を運び出す余裕もなかったのでしょう、土器ガそのままの状態で残されていました。

(上の写真を見てくださし、 )

住居 あ とか ら発掘 された土器

☆板宿駅の南 (平田町3丁目・戎町遺跡)ガら|よ、約1700年前のア

つセサリー、勾玉が見つガリました。どんな人が身につけていたの

でしょう。ムラの長のような人物でしょうガ。興味がわきます。

じようたい

毯 ―_―

疹

勾玉 日実物大 ―■9-



へいあん          や ね がわら

天神町遺跡では奈良時代終わりころの、権現町遺跡では平安時代中頃の屋根瓦ガ発掘さ
てう  やくしょ  いちぷ   ゆうりよくしや         ガぎ

な ら じだい

たてもの

れました。その頃、瓦屋根の建物は少なく、お寺や役所、一部の有力者の家などに限られ

ます。瓦ガ出てきた場所に何ガ建っていたが、まだよ<判りませんガ調査ガ進めば、段々

と切らかとなっていくことでしょう。

★出土した瓦のながで1つ面白いことがあります。西区の神出と

言う所で|よ 平安時代から鎌倉時代にガけて瓦を焼いていました

が、権現町遺跡ガら出た瓦にこの榊出で作られた瓦とそっくりの

ものがあったのです。これガら900年も前13申出産の瓦ガここ須

磨まで運ばれてきたことが明らガとなったのです。

破片を復原するとこのようにな ります。

「運ばれた」と言えば、800年前にもっと遠い所から運ばれたものがあります。それが

せいじ 己ざら ちりうごくせつこうしょう

省新 江

次にある魚の文様があるお皿 (識 」ヽ皿)です。これは今の中国浙江省で焼ガれたもので

す。当時の中国 (南宋時代)との貿易で日本に輸入されたものなのです。

青磁小皿

このように、瓦のカケラや陶磁器の破片でも詳しく調べていけば、昔の須磨に住んでい

た人々がどこの地域の人達とガガわりを持って生活をしていたのガ、というような事まで

判って<るのです。

『須磨区の遺跡』展

・場所  若宮小学校
・会期  平成 40年 14月 14日 ～ 12月 4日
・主催  神戸市教育委員会  文化財課

．コプ
／
で
ヽ
＼

Ｌ

―-120-―



しりう へ ん      い  せ き

官 JIレ」ヽ学 校 と 周 辺 の 遺 跡

官川小学校は、今回の震災で大きな被害を受けました。そこで、校舎を建て替えること

になり、それに伴って地下の遺跡の発掘調査を行いました。この辺りは「長田神社境内遺
や よti ど き      はつけん

跡」の範囲です。この遺跡は大正43年13申社の境内から弥生土器などが発見されたことガ

らこう呼ばれています。

こんガい  しんさしi

しりんこうしき  おガ

ガんしき

ひ ガい

とう じ

き かい

今回、校舎の竣工式を迎えることができ、この機会に小学校の発掘調査で出土した物と

以前に調査したものの一部を展示します。以下主なものについてご紹介しましょう。
な くら じょうもんじたい ちゆうきまつごろ

◆区内で最古の上器は、名倉町で見つかった縄文時代中期末頃

(今ガら約4000年前)のものですが、大塚町 4丁目の調査でこ

れよりやや新しt▼期 初めの上器ガ出上しました。

◆長田町 4丁目や大塚町 4丁目では、縄文時代晩期 (今ガら約

3000年前)の上器や弥生時代後期 (今ガら約1900年前)の住居

址なども見つガっています。大番町の長田中央市場の地下から

は、直径約 6 cmほどの青銅の鏡も出上しました。

宮川小学校で出上したものは、垂水にあるあの巨鴬憩古墳、五色塚ガ作られた時から、

約50年ほど経った頃 (古墳時代中期、今ガら約1550年前)のものと、今ガら約800～400
かまくら      おろ彦ち

年前 (鎌倉時代～室町時代)のものが中心です。

同

杯

小 型 丸 底 鷲

◆古墳時代中期の土器の中
よう

り用と考えられているものが多くありました。当時の人々は何

を祈っていたのでしょう?

ちょうせんはんとう

このほか、「韓式土器」と呼んでいる朝鮮半島で出土するものと大変よく似た土器が、

見つかっています。2300年前に日本人にお米を食べることを教えたのも朝鮮半島の人達で

後

期

の
上

器

縄

文

時

代

青

銅

鏡

日よて三アの形をしたお薬

こうりいう しょうめい

した。1550年前のこの韓式上器も、当時の人々と朝鮮半島の人達との交流を証明していま

す。
-121-
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◆錬倉時代～室町時代の食器なども沢山見つガっています。そ

れらのなガには、西区神出あたりで作られたと思われる須恵器

しょっき たくさん

わん    ささやまちよう たんは やき

『一 通 上 人 絵 伝 』 (鎌 倉 時代 )に 描 か れ た 京 都 四 条 大 橋 近 くの 民 家

（
一

一

一

一
年

鋳

造

）

政

和

通

宝

（
一

一
〇
七

年

鋳

造

〉

大

観

通

宝
年

鋳

造

）

（
九

九

五

年

鋳

造

〉

至

道

元

宝

中

国

未

時

代

の

貨

幣

須 恵 器 椀
ガま  や      はいいろ

(窯で焼かれた灰色の上器)椀や、篠山町で作られた男波焼の

甕、岡山県で焼ガれた備前焼の壺やすり鉢などもあります。

至  ―
和  〇
元  五
宝  四

ちりうごく そう  げん          ゆにりう      じ き     どうせん

◆そればガリか、中国 (宋～元時代)から輸入された磁器や、銅銭も出上しています。
や ね /49ら                  えガ

◆いろいうな文様をつけた屋根瓦もありました。当8耕苗ガれた

え まきもの  しら しょみん            いたふき  いっばんてき

絵巻物を調べると、この頃の庶民の家の屋根は板葺ガー般的で

じ しや ゆうりよくしや

寺社や一部の有力者の家だけだったよ

軒 平 瓦

以上、少しですが展示品について説明しました。これらのものは当時の人々の暮らしぶ

りを知る手がかりとなるものばガリです。

皆さんも昔の人達がどのような生活を送っていたか、想像してみてはどうでしょう。

『宮川小学校 と周辺の遺跡』展

・場所  宮川小学校
。会期  平成 10年 11月 14日 ～ 12月 1日
・主催  神戸市教育委員会  文化財課

軒 丸 瓦
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